
自
然
公
園
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
参
照
条
文

○
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
六
月
一
日
法
律
第
百
六
十
一
号
）
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○
自
然
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
）
・
・
・
・
・
・
・
・
５
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自
然
公
園
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
参
照
条
文

◎
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
六
月
一
日
法
律
第
百
六
十
一
号
）

（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

自
然
公
園

国
立
公
園
、
国
定
公
園
及
び
都
道
府
県
立
自
然
公
園
を
い
う
。

二

国
立
公
園

我
が
国
の
風
景
を
代
表
す
る
に
足
り
る
傑
出
し
た
自
然
の
風
景
地
（
海
中
の
景
観
地
を
含
む
。
第
二
章
第
四
節
及
び
第
六
十
一
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ

て
、
環
境
大
臣
が
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。

三
～
六

（
略
）

（
指
定
）

第
五
条

国
立
公
園
は
、
環
境
大
臣
が
、
関
係
都
道
府
県
及
び
中
央
環
境
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
意
見
を
聴
き
、
区
域
を
定
め
て
指
定
す
る
。

２
～
４

（
略
）

（
公
園
計
画
及
び
公
園
事
業
の
決
定
）

第
七
条

国
立
公
園
に
関
す
る
公
園
計
画
は
、
環
境
大
臣
が
、
関
係
都
道
府
県
及
び
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
決
定
す
る
。

２
～
６

（
略
）

（
特
別
地
域
）

第
十
三
条

環
境
大
臣
は
国
立
公
園
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
国
定
公
園
に
つ
い
て
、
当
該
公
園
の
風
致
を
維
持
す
る
た
め
、
公
園
計
画
に
基
づ
い
て
、
そ
の
区
域
（
海
面
を
除
く
。

）
内
に
、
特
別
地
域
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

３

特
別
地
域
（
特
別
保
護
地
区
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
は
、
国
立
公
園
に
あ
つ
て
は
環
境
大
臣
の
、
国
定
公
園
に
あ

つ
て
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
特
別
地
域
が
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
区
域
が
拡
張
さ
れ
た
際
既
に
着
手
し
て
い
た
行
為

（
第
五
号
に
掲
げ
る
行
為
を
除
く
。
）
若
し
く
は
同
号
に
規
定
す
る
湖
沼
若
し
く
は
湿
原
が
指
定
さ
れ
た
際
既
に
着
手
し
て
い
た
同
号
に
掲
げ
る
行
為
若
し
く
は
第
七
号
に
規
定
す
る

物
が
指
定
さ
れ
た
際
既
に
着
手
し
て
い
た
同
号
に
掲
げ
る
行
為
又
は
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
行
為
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

二

木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

三

鉱
物
を
掘
採
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
。

四

河
川
、
湖
沼
等
の
水
位
又
は
水
量
に
増
減
を
及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
。
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五

環
境
大
臣
が
指
定
す
る
湖
沼
又
は
湿
原
及
び
こ
れ
ら
の
周
辺
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に
お
い
て
当
該
湖
沼
若
し
く
は
湿
原
又
は
こ
れ
ら
に
流
水
が
流
入
す
る
水
域
若
し
く
は

水
路
に
汚
水
又
は
廃
水
を
排
水
設
備
を
設
け
て
排
出
す
る
こ
と
。

六

広
告
物
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
を
掲
出
し
、
若
し
く
は
設
置
し
、
又
は
広
告
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
工
作
物
等
に
表
示
す
る
こ
と
。

七

屋
外
に
お
い
て
土
石
そ
の
他
の
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
物
を
集
積
し
、
又
は
貯
蔵
す
る
こ
と
。

八

水
面
を
埋
め
立
て
、
又
は
干
拓
す
る
こ
と
。

九

土
地
を
開
墾
し
そ
の
他
土
地
の
形
状
を
変
更
す
る
こ
と
。

十

高
山
植
物
そ
の
他
の
植
物
で
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
採
取
し
、
又
は
損
傷
す
る
こ
と
。

十
一

山
岳
に
生
息
す
る
動
物
そ
の
他
の
動
物
で
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指
定
動
物
」
と
い
う
。
）
を
捕
獲
し
、
若
し
く
は
殺
傷
し
、
又
は
指
定
動

物
の
卵
を
採
取
し
、
若
し
く
は
損
傷
す
る
こ
と
。

十
二

屋
根
、
壁
面
、
塀
、
橋
、
鉄
塔
、
送
水
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
色
彩
を
変
更
す
る
こ
と
。

十
三

湿
原
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
地
域
の
う
ち
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
内
へ
当
該
区
域
ご
と
に
指
定
す
る
期
間
内
に
立
ち
入
る
こ
と
。

十
四

道
路
、
広
場
、
田
、
畑
、
牧
場
及
び
宅
地
以
外
の
地
域
の
う
ち
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
内
に
お
い
て
車
馬
若
し
く
は
動
力
船
を
使
用
し
、
又
は
航
空
機
を
着
陸
さ
せ
る
こ

と
。

十
五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
別
地
域
に
お
け
る
風
致
の
維
持
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
で
政
令
で
定
め
る
も
の

４
～
９

（
略
）

（
海
中
公
園
地
区
）

第
二
十
四
条

環
境
大
臣
は
国
立
公
園
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
国
定
公
園
に
つ
い
て
、
当
該
公
園
の
海
中
の
景
観
を
維
持
す
る
た
め
、
公
園
計
画
に
基
づ
い
て
、
そ
の
区
域
の
海

面
内
に
、
海
中
公
園
地
区
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

３

海
中
公
園
地
区
内
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
は
、
国
立
公
園
に
あ
つ
て
は
環
境
大
臣
の
、
国
定
公
園
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
し
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
海
中
公
園
地
区
が
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
区
域
が
拡
張
さ
れ
た
際
既
に
着
手
し
て
い
た
行
為
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行

う
行
為
又
は
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
行
為
で
漁
具
の
設
置
そ
の
他
漁
業
を
行
う
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為

二

熱
帯
魚
、
さ
ん
ご
、
海
藻
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
動
植
物
で
、
国
立
公
園
又
は
国
定
公
園
ご
と
に
環
境
大
臣
が
農
林
水
産
大
臣
の
同
意
を
得
て
指
定
す
る
も
の
を
捕
獲
し
、
若

し
く
は
殺
傷
し
、
又
は
採
取
し
、
若
し
く
は
損
傷
す
る
こ
と
。

三

海
面
を
埋
め
立
て
、
又
は
干
拓
す
る
こ
と
。

四

海
底
の
形
状
を
変
更
す
る
こ
と
。

五

物
を
係
留
す
る
こ
と
。

六

汚
水
又
は
廃
水
を
排
水
設
備
を
設
け
て
排
出
す
る
こ
と
。
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４
～
８

（
略
）

（
条
件
）

第
二
十
五
条

第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
三
項
、
第
十
五
条
第
三
項
第
六
号
及
び
前
条
第
三
項
の
許
可
に
は
、
国
立
公
園
又
は
国
定
公
園
の
風
致
又
は
景
観
を
保
護
す
る
た
め
に

必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
普
通
地
域
）

第
二
十
六
条

国
立
公
園
又
は
国
定
公
園
の
区
域
の
う
ち
特
別
地
域
及
び
海
中
公
園
地
区
に
含
ま
れ
な
い
区
域
（
以
下
「
普
通
地
域
」
と
い
う
。
）
内
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
立
公
園
に
あ
つ
て
は
環
境
大
臣
に
対
し
、
国
定
公
園
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
為
の
種
類
、
場
所
、

施
行
方
法
及
び
着
手
予
定
日
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
、
第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
行
為
で
海
面
内
に
お

い
て
漁
具
の
設
置
そ
の
他
漁
業
を
行
う
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
立
公
園
に
あ
つ
て
は
環
境
大
臣
に
対
し
、
国
定
公
園
に
あ
つ
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

そ
の
規
模
が
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
を
超
え
る
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築
又
は
増
築
後
に
お
い
て
、
そ
の
規
模
が
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準

を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。
）
。

二

特
別
地
域
内
の
河
川
、
湖
沼
等
の
水
位
又
は
水
量
に
増
減
を
及
ぼ
さ
せ
る
こ
と
。

三

広
告
物
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
を
掲
出
し
、
若
し
く
は
設
置
し
、
又
は
広
告
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
工
作
物
等
に
表
示
す
る
こ
と
。

四

水
面
を
埋
め
立
て
、
又
は
干
拓
す
る
こ
と
。

五

鉱
物
を
掘
採
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
（
海
面
内
に
お
い
て
は
、
海
中
公
園
地
区
の
周
辺
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
当
該
海
中
公
園
地
区
に
接
続
す
る
海
面
内
に
お
い
て
す
る

場
合
に
限
る
。
）
。

六

土
地
の
形
状
を
変
更
す
る
こ
と
。

七

海
底
の
形
状
を
変
更
す
る
こ
と
（
海
中
公
園
地
区
の
周
辺
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
当
該
海
中
公
園
地
区
に
接
続
す
る
海
面
内
に
お
い
て
す
る
場
合
に
限
る
。
）
。

２
～
７

(

略)

（
中
止
命
令
等
）

第
二
十
七
条

環
境
大
臣
は
国
立
公
園
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
国
定
公
園
に
つ
い
て
、
当
該
公
園
の
保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十

四
条
第
三
項
、
第
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付
せ
ら
れ
た
条
件
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
違
反
し

た
者
に
対
し
て
、
そ
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
の
中
止
を
命
じ
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
者
か
ら
当
該
土
地
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

若
し
く
は
物
件
に
つ
い
て
の
権
利
を
承
継
し
た
者
に
対
し
て
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
、
原
状
回
復
を
命
じ
、
若
し
く
は
原
状
回
復
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
に
、
こ
れ
に
代
わ
る

べ
き
必
要
な
措
置
を
執
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）
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（
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
二
十
八
条

環
境
大
臣
は
国
立
公
園
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
国
定
公
園
に
つ
い
て
、
当
該
公
園
の
保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十

四
条
第
三
項
、
第
十
五
条
第
三
項
第
六
号
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
又
は
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
為
を
制
限
さ
れ
、
若
し
く
は

必
要
な
措
置
を
執
る
べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
に
対
し
て
、
当
該
行
為
の
実
施
状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

環
境
大
臣
は
国
立
公
園
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
国
定
公
園
に
つ
い
て
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
三
項
、
第
十
五
条
第
三
項
第
六
号
、
第
二
十
四
条
第
三
項
、
第
二

十
六
条
第
二
項
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
職
員
を
し
て
、
当
該
公
園
の
区
域
内
の
土
地
若

し
く
は
建
物
内
に
立
ち
入
ら
せ
、
又
は
第
十
三
条
第
三
項
各
号
、
第
十
四
条
第
三
項
各
号
、
第
十
五
条
第
三
項
第
六
号
、
第
二
十
四
条
第
三
項
各
号
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
行
為
の
実
施
状
況
を
検
査
さ
せ
、
又
は
こ
れ
ら
の
行
為
の
風
景
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４

（
略
）

附

則

１
～
８

（
略
）

（
都
道
府
県
が
処
理
す
る
事
務
）

９

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
分
の
間
、
政
令
で
定
め
る
都
道
府
県
の
知
事
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
都
道
府
県
を
定
め
る
政
令
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
の
知
事
の
申
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

10
～

（
略
）

11

15
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◎
自
然
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
）

（
抄
）

附

則

１
・
２

（
略
）

（
都
道
府
県
が
処
理
す
る
事
務
）

３

法
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
で
、
指
定
区
域
（
別
表
に
掲
げ
る
都
道
府
県
の
区
域
に
属
す
る
国
立
公
園
の
区
域
内
の
区
域
の
う
ち
当

該
都
道
府
県
の
知
事
の
申
出
に
係
る
も
の
で
、
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
附
則
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
は
、
当
該
都
道
府
県
の
知
事
が
行
う
こ
と
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
中
前
段
に
規
定
す
る
事
務
に
係
る
環
境
大
臣
に
関
す
る
規
定
（
法
第
五
十
二
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
は
、
当
該
都
道
府
県
の

知
事
に
関
す
る
規
定
と
し
て
当
該
都
道
府
県
の
知
事
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
行
為
以
外
の
行
為
（
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
ま
た
が
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
及
び
法
第
二
十
五
条
の
規
定

に
よ
る
条
件
の
付
加
に
関
す
る
事
務

イ

そ
の
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
又
は
そ
の
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
（
住
宅
及
び
仮
工
作
物
を
除
く
。
）
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
（
改
築
又
は
増

築
後
に
お
い
て
、
そ
の
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
又
は
そ
の
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
（
住
宅
及
び
仮
工
作
物
を
除
く
。
）
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改

築
又
は
増
築
を
含
む
。
）

ロ

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備
、
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
漁
港
施
設
、

港
湾
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
施
設
、
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設
又
は
地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
施
設
の
新
築

ハ

ダ
ム
、
水
門
又
は
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築

ニ

法
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
（
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
の
地
域
森
林
計
画
に
定
め
る
伐
採
に
関
す
る
要
件
に
適
合

す
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
法
第
十
三
条
第
三
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
行
為

ホ

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
用
に
供
す
る
た
め
に
行
う
土
地
の
形
状
の
変
更
（
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
土
地
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

二

次
に
掲
げ
る
行
為
（
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
ま
た
が
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
及
び
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
条

件
の
付
加
に
関
す
る
事
務

イ

法
第
十
三
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為

ロ

法
第
二
十
四
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
行
為

三

次
に
掲
げ
る
行
為
（
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
ま
た
が
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

命
令
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長
及
び
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
短
縮
に
関
す
る
事
務

イ

法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
行
為
（
海
中
公
園
地
区
の
周
辺
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
当
該
海
中
公
園
地
区
に
接
続
す
る
海
面
内
に
お
い
て
す
る
も
の
を

除
く
。
）

ロ

法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為

四

前
三
号
に
規
定
す
る
許
可
又
は
届
出
を
要
す
る
行
為
に
関
す
る
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
関
す
る
事
務
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五

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
た
者
並
び
に
第
三
号
に
規
定
す
る
命
令
を
受
け
た
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。

）
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
、
検
査
及
び
調
査
（
前
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
処
理
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
務

（
事
務
の
報
告
）

４

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
つ
た
と
き
は
、
総
理
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容
を
環
境
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
協
議
の
申
出
等
）

５

法
又
は
こ
の
政
令
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
に
対
し
て
す
る
協
議
の
申
出
、
認
可
、
承
認
若
し
く
は
許
可
の
申
請
、
届
出
又
は
報
告
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
協
議
の
申
出
等

」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
協
議
の
申
出
等
に
あ
つ
て
は
指
定
区
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
国
立
公
園
事
業
に
関
す
る
も
の
に
限

り
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
協
議
の
申
出
等
に
あ
つ
て
は
指
定
区
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
為
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
指
定
区
域
が
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事

を
経
由
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
及
び
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
の
申
出

二

法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請

三

第
五
条
及
び
第
十
一
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出

四

第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請

五

第
十
二
条
第
一
項
（
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告

六

法
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請

七

法
第
十
三
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
二
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

八

法
第
二
十
八
条
第
一
項
（
法
第
十
五
条
第
三
項
第
六
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告

（
事
務
の
区
分
）

６

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法

定
受
託
事
務
と
す
る
。

７
～

（
略
）

11

別
表
（
附
則
第
三
項
関
係
）

一

宮
城
県

二

山
形
県

三

福
島
県

四

栃
木
県

五

群
馬
県

六

埼
玉
県
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七

東
京
都

八

新
潟
県

九

富
山
県

十

石
川
県

十
一

福
井
県

十
二

山
梨
県

十
三

長
野
県

十
四

岐
阜
県

十
五

静
岡
県

十
六

鳥
取
県

十
七

岡
山
県

十
八

山
口
県

一
九

香
川
県

二
十

福
岡
県

二
十
一

長
崎
県

二
十
二

宮
崎
県

二
十
三

鹿
児
島
県


